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国際宇宙ステーション・国際宇宙探査小委員会（第３３回）
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アニヴェルセルHOLDINGS

会社概要

「日本発で世界を代表する産業と会社をつくる」

設立: 2017年9月

拠点: 東京・ベルギー

資本金: 5億6,900万円

株主:

（順不同）

永崎 将利

BD = Business Development

技術開発ではなく利用に特化、多様なアプローチで事業開発
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かつて我が国諸産業が、
世界に冠たる産業発展を
遂げた際に担った機能を、宇宙で。

宇宙商社®

当社の存在意義

宇宙における総合商社

技術力
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人工衛星放出

曝露部試験設備

微小重力環境

2018年5月

2019年3月

現在の主力事業／国際宇宙ステーション利用

©JAXA/NASA

©JAXA/NASA

©JAXA/NASA

未事業化

20件の国内外受注
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超小型衛星打上げサービス市場

SpaceWorks 「Nano/Micro Satellite Markets Forecast 2019」
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超小型衛星打上げ手段と当社立ち位置

小型ロケット

大型ロケット

相乗り

国際宇宙ステ
ーションからの

放出
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ロケット相乗り超小型衛星打上げ機会の提供事業者選定（2019年12月）
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超小型衛星打上げ手段と当社立ち位置

小型ロケット

大型ロケット

相乗り

国際宇宙ステ
ーションからの

放出
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国内外に広がる当社顧客ベース
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宇宙飛行士の基礎訓練を参考に、

非認知スキルの測定・育成コンテンツを開発・実践中

宇宙×教育

宇宙飛行士訓練方法を活用した

次世代型教育事業（2018年11月～）

開発協力校（2019年5月～）
テストマーケティング実施

広義のISS利用事業／宇宙飛行士訓練・評価を活用した教育事業
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⚫ 当社姿勢 【前提】
× 打上げサービス事業のいち手段としてのISS利用
× 営業代行
○ ISS・LEO商業化の政府・JAXAパートナー

⚫ 誰にも答えがない
⇒ 意思決定（腹くくり）と時間（スピード感ある実践）がすべて

⚫ 当社のアプローチ ⇒政府と一体であれば大きなポテンシャル
現状： 国内外教育・実証パッケージ
今後： ①宇宙新興国向け「宇宙へのアクセスは日本から」パッケージ

②月探査需要の実証パッケージ（船外・船内組合せ）

⚫ 事業自立化は官民共通のゴール。当社ISS2事業は試金石

⇔米国施策（一社集中支援、使用料ゼロ・買い支え、マーケット刺激策）

ISS（LEO）商業化／機会と課題（1/3）
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⚫ 在り姿オプション検討には、経済性の“リアルな”検証が急務

⇒商業利用ユーザの有無、規模の把握

⇒民間投資呼込みの可能性検証

⇒実効性あるオプション設定、検討

⚫ 誰が行うのか？

⇒官ではなく民

⇒コミットメントのあるハンズオン民間事業者

⇒民間事業者にとってのインセンティブ設計 ⇔ 現行有償利用制度
（顧客はJAXAと直接契約を選択するため民間が営業するインセンティブが低い）

ISS（LEO）商業化／機会と課題（2/3）
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⚫ 商業化の優先順位の明確化と現場徹底

⇒ハードもソフトも非ビジネス設計。その上でのビジネスは限界あり

⇒既存業務の変更・追加負荷を受け入れられる設計とは？

⚫ 官民コンフリクトの徹底排除

（例：革新的衛星技術実証プログラムの無償打上げ制度）

⚫ ISS（LEO）商業化をあるべき論で議論、実行に移していく枠組みが必要

⇒輸送・利用・運用は一体

⇒それぞれの立場で言いたいことを言い続けた先は勝者なき結末

⇒取り纏めの主体者は誰か？

ISS（LEO）商業化／機会と課題（3/3）


